
公立 川崎市立看護大学大学院 看護学研究科 神奈川県川崎市 川崎市 遵守事項
　看護学専攻(M) 18
　看護学専攻(D) 5

遵守事項

助言事項

遵守事項

遵守事項

1

・設置の趣旨・目的等が生かされるよう、設置計画
を確実に履行すること。また、学術の理論及び応用
を教授研究するという大学院の目的に照らし、開設
時から充実した教育研究活動を行うことはもとよ
り、その水準を一層向上させるよう努めること。

・博士前期課程の「小児看護学領域」の研究指導教
員について、博士後期課程においても研究指導に携
わる計画であるならば、開設までに博士後期課程の
研究指導教員としての教員資格審査（AC教員審査）
を受審した上で、教育研究実施組織に配置するこ
と。

・博士前期課程で研究した専門領域を博士後期課程
でも継続して研究できる体制が整備されていること
について、学生があらかじめ認識できるよう、分か
りやすい周知に努めることが望ましい。

・二以上の校地において教育を行うことから、学生
及び教員の教育研究等に支障のないよう留意するこ
と。また、学生の課外活動等にも配慮すること。
（看護学研究科看護学専攻(M)）

・教員資格審査の結果により、「不可」や「保
留」、「適格な職位・区分であれば可」となった授
業科目について、当該授業科目の教員配置計画を明
らかにした上で、専任教員が当該授業科目を担当す
る場合には教員資格審査（AC教員審査）を受審する
こと。なお、専任教員以外が当該授業科目を担当す
る場合には、その妥当性について設置計画履行状況
報告書において説明すること。（看護学研究科看護
学専攻(M)）

令和７年度開設予定大学院等一覧

(人)

１　大学院を設置するもの　6校 令和6年8月

区分 大 学 等 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考附 帯 事 項
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(人)
区分 大 学 等 名 学部・学科等名

入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考附 帯 事 項

私立 横浜商科大学大学院 商学研究科 神奈川県横浜市 学校法人 遵守事項
　商学専攻(M) 5 　横浜商科大学

遵守事項

助言事項

遵守事項

遵守事項

助言事項

助言事項

2

・商学部商学科の収容定員超過の是正に努めるこ
と。

・設置の趣旨・目的等が生かされるよう、設置計画
を確実に履行すること。また、学術の理論及び応用
を教授研究するという大学院の目的に照らし、開設
時から充実した教育研究活動を行うことはもとよ
り、その水準を一層向上させるよう努めること。

・「会計情報論」の授業内容（シラバス）は財務会
計論の内容のように見受けられることから、科目名
称を「会計情報論」とするのであれば、授業内容に
ついてデータサイエンスを活用した内容となるよう
に充実を図ること。

・授業科目の「演習」において、学生の報告会の場
に企業の実務家が参加する予定としているが、報告
会のみならず、「演習」全般を通じて、学生が実務
におけるコミュニケーション能力を高める工夫があ
ることが望ましい。

・教員資格審査の結果により、「不可」や「保
留」、「適格な職位・区分であれば可」となった授
業科目について、当該授業科目の教員配置計画を明
らかにした上で、専任教員が当該授業科目を担当す
る場合には教員資格審査（AC教員審査）を受審する
こと。なお、専任教員以外が当該授業科目を担当す
る場合には、その妥当性について設置計画履行状況
報告書において説明すること。

・監事の監査計画書について、例えば監査方針、重
点監査項目、監査方法、実施時期等の内容が盛り込
まれていないことから、教学監査を含め、より具体
的な監査計画の策定を着実に行い、監査の充実に努
めること。

・審査の過程において、提出書類の不備が見受けら
れ、今後新たな組織を設置すること等も踏まえる
と、一層の体制の強化が必要であると考えられるこ
とから、事務処理を適切に行うための事務組織の積
極的な見直しを検討すること。
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(人)
区分 大 学 等 名 学部・学科等名

入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考附 帯 事 項

私立 北陸大学大学院 医療保健学研究科 石川県金沢市 学校法人 遵守事項
　医療保健学専攻(M) 3 　北陸大学

遵守事項

遵守事項

遵守事項

助言事項

遵守事項

3

私立 名古屋文理大学大学院 健康情報学研究科 愛知県稲沢市 学校法人 遵守事項
　健康情報学専攻(M) 5 　滝川学園

・大学院における研究活動を実施するに当たり、国
内外の先行研究を調査し、理解するための語学（英
語）力が求められることから、入学者選抜の検証・
改善や、学修支援の充実等を通じて、学生の語学
（英語）力を適切に確保すること。

・薬学部薬学科の収容定員未充足の是正に努めるこ
と。

・設置の趣旨・目的等が生かされるよう、設置計画
を確実に履行すること。また、学術の理論及び応用
を教授研究するという大学院の目的に照らし、開設
時から充実した教育研究活動を行うことはもとよ
り、その水準を一層向上させるよう努めること。

・申請前年度から完成年度にかけて法人全体の基本
金組入前当年度収支差額がマイナスとなっているこ
とから、収支均衡を前提とした中長期的な財務計画
を策定・実行し、経営基盤の安定確保に取り組むこ
と。

・既設組織の今後の定員充足の在り方について検討
し、定員未充足の不断の改善に努めること。（北陸
大学経済経営学部経済学科）

・設置の趣旨・目的等が生かされるよう、設置計画
を確実に履行すること。また、学術の理論及び応用
を教授研究するという大学院の目的に照らし、開設
時から充実した教育研究活動を行うことはもとよ
り、その水準を一層向上させるよう努めること。

・入学者選抜における語学（英語）力の確認は出願
書類を踏まえ、面接（口述試験）において確認する
方法（語学検定の成績など語学運用能力を示す書類
の提出は任意）としているが、公平・公正な入学者
選抜を実施する観点から、面接（口述試験）におい
て、出願書類を踏まえ語学（英語）力を確認するこ
とについて、学生募集要項等により、志願者に対し
て明確に示すこと。
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(人)
区分 大 学 等 名 学部・学科等名

入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考附 帯 事 項

（名古屋文理大学大学院） 遵守事項

遵守事項

遵守事項

助言事項

助言事項

4

私立 環太平洋大学大学院 スポーツ科学研究科 岡山県岡山市 学校法人 遵守事項
　スポーツ科学専攻(M) 8 　創志学園

遵守事項

・完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を超え
る専任教員数の割合が高いことから、定年規程の趣
旨を踏まえた適切な運用に努めるとともに、教育研
究実施組織における教員編制の将来構想について着
実に実施すること。

・設置の趣旨・目的等が生かされるよう、設置計画
を確実に履行すること。また、学術の理論及び応用
を教授研究するという大学院の目的に照らし、開設
時から充実した教育研究活動を行うことはもとよ
り、その水準を一層向上させるよう努めること。

・本研究科の設置の趣旨において「地域におけるス
ポーツによる地域創生の重要性」を掲げていること
から、地域をフィールドにした教育研究の推進や、
自治体等地域との連携を図ること等を通じて、地域
創生に関するカリキュラムの一層の充実を図るとと
もに、授業内容やシラバスに反映させること。

・ディプロマ・ポリシーに掲げる「地域社会におけ
る健康分野の諸課題」について、学生が本専攻の学
修を通して、どのような地域社会の健康分野に関す
る課題解決能力を身に付けるのか理解した上で、適
切に履修科目を選択できるよう、オリエンテーショ
ンやガイダンス、シラバスの記載内容の工夫等によ
り、学生に適切に説明すること。

・既設組織の今後の定員充足の在り方について検討
し、定員未充足の不断の改善に努めること。（名古
屋文理大学短期大学部食物栄養学科）

・申請前年度から完成年度にかけて法人全体の基本
金組入前当年度収支差額がマイナスとなっているこ
とから、収支均衡を前提とした中長期的な財務計画
を策定・実行し、経営基盤の安定確保に取り組むこ
と。

・監事の監査について、教学監査を含めた監査を計
画のとおり実施し、監事監査の充実を図ること。
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(人)
区分 大 学 等 名 学部・学科等名

入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考附 帯 事 項

（環太平洋大学大学院） 遵守事項

遵守事項

遵守事項

助言事項

助言事項

遵守事項

遵守事項

5

・完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を超え
る専任教員数の割合が高いことから、定年規程の趣
旨を踏まえた適切な運用に努めるとともに、教育研
究実施組織における教員編制の将来構想について着
実に実施すること。

・次世代教育学部教育経営学科（通信教育課程）の
収容定員超過の是正に努めること。

・遠隔地に所在する設置校があることから、監事を
支援する組織と監事との連携等により、監事による
監査の体制の充実に努めること。

・開設年度前年度以降に借入を予定しているため、
負債について計画どおり償還し、負債の減少に努め
ること。

・学生等の募集停止を予定している組織について
は、適切な時期に廃止等の措置を講ずること。（東
京経営短期大学経営総合学科、こども教育学科）

・既設組織の今後の定員充足の在り方について検討
し、定員未充足の不断の改善に努めること。（環太
平洋大学経済経営学部現代経営学科）

・特定研究課題を選択する場合の研究テーマの設定
方法（特に共同研究の場合）、研究指導方法、及び
研究成果の評価方法については、履修ガイダンスや
履修指導等を通じて、学生に対して明確に説明する
こと。
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(人)
区分 大 学 等 名 学部・学科等名

入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考附 帯 事 項

私立 令和健康科学大学大学院 健康科学研究科 福岡県福岡市 学校法人 遵守事項
　医療系健康科学専攻(M) 12 　巨樹の会

遵守事項

遵守事項

遵守事項

遵守事項

助言事項

助言事項

6

計 6　校 　　6研究科　　6専攻(M)
　　　　　　　 1専攻(D)

・理事に顧問を兼務している者がいることから、そ
れぞれの役割を踏まえ、規程に基づいた適切な運用
となるよう努めること。

・赤字となっている収益事業について、その改善に
取り組むこと。

・社会福祉士や介護福祉士等の福祉関係の職業に従
事する学生を受け入れるのであれば、どのような教
育課程や履修を想定しているのか、学生に対してあ
らかじめ履修モデル等を明示した上で適切に指導す
ること。

・「リハビリテーション研究方法論」の授業科目の
概要が変更されているため、授業科目の開設まで
に、当該科目の担当教員について改めて教員資格審
査（AC教員審査）を受審すること。

・完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を超え
る専任教員数の割合が高いことから、定年規程の趣
旨を踏まえた適切な運用に努めるとともに、教育研
究実施組織における教員編制の将来構想について着
実に実施すること。

・設置の趣旨・目的等が生かされるよう、設置計画
を確実に履行すること。また、学術の理論及び応用
を教授研究するという大学院の目的に照らし、開設
時から充実した教育研究活動を行うことはもとよ
り、その水準を一層向上させるよう努めること。

・ディプロマ・ポリシーは看護学及びリハビリテー
ション学の学位ごとに、カリキュラム・ポリシーは
統一してそれぞれ定められており、これらの関連性
が学生には分かりにくいと思われることから、それ
ぞれのポリシーと教育課程の関係性について、入学
前オリエンテーションや履修指導等の際に、学生に
対して分かりやすく説明すること。
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公立 福島県立医科大学大学院 保健科学研究科 福島県福島市 公立大学法人 遵守事項
　保健科学専攻(M) 16 　福島県立医科大学

遵守事項

1

私立 順天堂大学大学院 健康データサイエンス研究科 東京都文京区 学校法人 遵守事項
　健康データサイエンス専攻(M) 20 　順天堂
　健康データサイエンス専攻(D) 6

助言事項

助言事項

遵守事項

2

私立 東京医科大学大学院 看護学研究科 東京都新宿区 学校法人 ・特になし
　看護学専攻(M) 6 　東京医科大学

3

・本研究科修了後の進路として「介護福祉施設」
を挙げているが、介護施設と社会福祉施設は異な
る施設であり、学生の誤認を招く恐れがあること
から、学生募集等に当たっては、適切な表現に改
めること。

・入学者選抜の実施に当たっては、選抜区分ごと
の選抜方法、評価・判定基準に加えて、募集人数
を志願者に対して明確に示すこと。

・完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を超
える専任教員数の割合が高いことから、定年規程
の趣旨を踏まえた適切な運用に努めるとともに、
教育研究実施組織における教員編制の将来構想に
ついて着実に実施すること。

(人)

・遠隔地に所在する設置校があることから、監事
を支援する組織と監事との連携等により、監事に
よる監査の体制の充実に努めること。

・完成年度における法人全体の基本金組入前当年
度収支差額がマイナスとなっていることから、収
支均衡を前提とした中長期的な財務計画の策定・
実行に取り組むこと。

・学生等の募集を停止中の組織については、適切
な時期に廃止等の措置を講ずること。（順天堂大
学スポーツ健康科学部スポーツ科学科、スポーツ
マネジメント学科、健康学科）

２　研究科を設置するもの　4校 令和6年8月

区分 大 学 等 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考附 帯 事 項
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(人)
区分 大 学 等 名 学部・学科等名

入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考附 帯 事 項

私立 関西医科大学大学院 生涯健康科学研究科 大阪府枚方市 学校法人 遵守事項
　生涯健康科学専攻(M) 8 　関西医科大学

遵守事項

助言事項

助言事項

助言事項

助言事項

4

計 4　校 　　4研究科　　  4専攻(M)
　　　　　　　   1専攻(D)

・教学監査については、理事会及び評議員会への
出席にとどまらず、監査計画に監査項目や実施体
制等を盛り込んだ上で実施する等、充実に努める
こと。

・赤字となっている収益事業について、その改善
に取り組むこと。

・学生確保の実態を踏まえ、学生確保の分析の精
度を高めるとともに、法人運営や教育研究等へ与
える顕在的・潜在的なリスクの把握、分析を不断
に行い、学生確保の取組の改善を機動的に行える
態勢を整えること。

・本学が掲げるカリキュラム・ポリシー２、３及
び４により配置する授業科目は全て選択科目であ
ることから、学生がディプロマ・ポリシーを適切
に達成することができるよう、ディプロマ・ポリ
シー、カリキュラム・ポリシー及び授業科目の対
応関係についてガイダンス等において十分に説明
するとともに、履修モデルに基づき適切に履修指
導を行うこと。

・基礎となる学部の在学生や社会人に対して本研
究科の教育研究の内容等を丁寧に説明するなど、
学生募集活動を着実に実施することにより、収容
定員に見合った学生の確保に努めること。

・修了生の進路先として想定している医療機関等
に対して、本研究科の教育内容や修得可能な資
質・能力等を丁寧に説明することなどにより、修
了生の活躍の場の拡大に努めることが望ましい。
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公立 富山県立大学大学院 看護学研究科 富山県富山市 公立大学法人 ・特になし
　看護学専攻(D) 2 　富山県立大学

1

公立 滋賀県立大学大学院 人間看護学研究科 滋賀県彦根市 公立大学法人 遵守事項
　人間看護学専攻(D) 2 　滋賀県立大学

遵守事項

2

私立 北海道医療大学大学院 医療技術科学研究科 北海道札幌市 学校法人 遵守事項
　臨床検査学専攻(D) 2 　東日本学園

遵守事項

遵守事項

遵守事項

3

私立 亀田医療大学大学院 看護学研究科 千葉県鴨川市 学校法人 助言事項
　看護学専攻(D) 3 　鉄蕉館

・看護福祉学部看護学科の収容定員超過の是正に
努めること。

・リハビリテーション科学部理学療法学科の収容
定員超過の是正に努めること。

・リハビリテーション科学部作業療法学科の収容
定員超過の是正に努めること。

・看護福祉学部福祉マネジメント学科の収容定員
未充足の是正に努めること。

・入学者選抜において評価する「科学的な根拠に
基づいた看護実践能力」に係る基準の一つとして
掲げられた「看護師免許取得後３年以上の実務経
験を持つ者が有する程度の看護実践能力」につい
て、ナース・プラクティショナーや専門看護師の
資格として５年以上の看護実務経験を有すること
が求められることを踏まえると、「実践看護学博
士（DNP）」の取得に当たっても同程度の看護実務
経験を有することを適切に担保することが望まし
い。

・完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を超
える専任教員数の割合が高いことから、定年規程
の趣旨を踏まえた適切な運用に努めるとともに、
教育研究実施組織における教員編制の将来構想に
ついて着実に実施すること。

・人間文化学部人間関係学科の収容定員超過の是
正に努めること。

(人)

３　専攻の設置又は課程を変更するもの　7校 令和6年8月

区分 大 学 等 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考附 帯 事 項
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(人)
区分 大 学 等 名 学部・学科等名

入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考附 帯 事 項

（亀田医療大学大学院） 遵守事項

4

私立 順天堂大学大学院 保健医療学研究科 東京都文京区 学校法人 遵守事項
　理学療法学専攻(D) 4 　順天堂
　診療放射線学専攻(D) 4

遵守事項

遵守事項

遵守事項

5

・教員資格審査の結果により、「不可」や「保
留」、「適格な職位・区分であれば可」となった
授業科目について、当該授業科目の教員配置計画
を明らかにした上で、専任教員が当該授業科目を
担当する場合には教員資格審査（AC教員審査）を
受審すること。なお、専任教員以外が当該授業科
目を担当する場合には、その妥当性について設置
計画履行状況報告書において説明すること。

・ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリ
シーでは理学療法学の教育・研究の発展に貢献で
きる能力の修得を掲げているが、シラバスの「授
業概要」や「達成目標」等では研究面の能力の修
得のみ言及されており、学生が誤認する恐れもあ
ることから、適切に改めること。（保健医療学研
究科理学療法学専攻(D)）

・ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリ
シーでは診療放射線学分野の教育・研究の発展に
貢献できる能力の修得を掲げているが、シラバス
の「授業概要」や「達成目標」等では研究面の能
力の修得のみ言及されており、学生が誤認する恐
れもあることから、適切に改めること。（保健医
療学研究科診療放射線学専攻(D)）

・入学者選抜（一般選抜）の面接試験において社
会人に限った確認項目（経歴及び入学後の学修環
境）を設定することについて、公平性・公正性の
観点から誤認を招くことがないよう、志願者への
周知の際には当該確認項目は評価基準ではないこ
とを明確にすること。

・完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を超
える専任教員数の割合が高いことから、定年規程
の趣旨を踏まえた適切な運用に努めるとともに、
教育研究実施組織における教員編制の将来構想に
ついて着実に実施すること。（保健医療学研究科
診療放射線学専攻(D)）
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(人)
区分 大 学 等 名 学部・学科等名

入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考附 帯 事 項

私立 愛知医科大学大学院 看護学研究科 愛知県長久手市 学校法人 遵守事項
　看護学専攻(D) 4 　愛知医科大学

6

私立 兵庫医科大学大学院 看護学研究科 兵庫県神戸市 学校法人 助言事項
　看護学専攻(D) 2 　兵庫医科大学

リハビリテーション科学研究科
　リハビリテーション科学専攻(D) 2

遵守事項

遵守事項

7

計 7　校 　　8研究科　　9専攻(D)

・ディプロマ・ポリシーに掲げる「グローバルか
つ学際的な視点」について、学生が本専攻におい
てどのような視点を身に付ける必要があるのかを
理解した上で適切に履修科目を選択できるよう、
オリエンテーションやガイダンス、シラバスの記
載内容の工夫等により、学生に対して適切に説明
することが望ましい。（看護学研究科看護学専攻
(D)）

・教員資格審査の結果により、「不可」や「保
留」、「適格な職位・区分であれば可」となった
授業科目について、当該授業科目の教員配置計画
を明らかにした上で、専任教員が当該授業科目を
担当する場合には教員資格審査（AC教員審査）を
受審すること。なお、専任教員以外が当該授業科
目を担当する場合には、その妥当性について設置
計画履行状況報告書において説明すること。

・リハビリテーション学部理学療法学科の収容定
員超過の是正に努めること。

・完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を超
える専任教員数の割合が高いことから、定年規程
の趣旨を踏まえた適切な運用に努めるとともに、
教育研究実施組織における教員編制の将来構想に
ついて着実に実施すること。
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